歴史地震研究会2010～2011年度　第1回幹事会議事録
2010年11月15日　15：00～17：40　於　地震予知総合研究会会議室　
出席者　北原・武村・諸井・松浦・矢田・宍倉・小松原

1） 幹事の役割分担について

　規約を確認

　会誌の発送は編集委員会が行うが、個別にバックナンバーの請求があった場合に総務委員会で対応する。

　新潟大学の行事委員への業務の集中を避けるため、プログラムの編成・印刷などは関東在住の行事委員他幹事が分担・協力して行う。新潟で行ったほうが良いことは、新潟大学の行事委員が担当する。
会誌原稿募集要項・総会報告は、編集委員会で作成し、財政幹事が発送

　編集委員会出席のための遠距離旅費は支出可能か？(編集幹事)→支出可能である（財政幹事）
２）前回大会の総括と2011年度大会の経費・予算について
· 2010年大会の収支報告は適正で問題なし。（全員一致）

· 新潟でアルバイトのあては？→学生・院生を呼ぶことができる。専門知識を要することは卜部行事委員に頼むことができる。(矢田行事幹事)
· 準備費として10万円を用意している。この予算をオーバーしてしまった場合には次年度に補填する。(財政幹事)
· 補足説明：会計年度が8月末〆のため、大会関連費は大会の前年度の大会準備費と、大会当年度の補填の2年度にまたがって予算を組んでいる。2010年大会では巡検がなかったので、大会関係費は額が変わってくると予想される。2010年度大会経費以外にバス代・保険代などが加わってくる。過去の大会の収支は「歴史地震」の最後のページに書かれている。

３）新潟大会の内容について

3-1)公開講演会

趣旨説明(矢田行事幹事)

· 地震動と地盤災害を区分けした歴史地震被害像を話題とする。たとえば宝暦（寛延）高田地震は斜面災害と堰止湖の決壊による被害が大きいが、それらと震動被害は区別できる。そのような視点で新潟県周辺の地震について講演する。
質疑応答

· 地震ごとに講演者を変えるのか？現象によって話者を変えるのか？（副会長）⇒地震ごとにいろいろな観点から話題を提供すればよいと思う。（行事幹事）
· 慶長会津地震400年にあたるので天然ダムの話題を出すこともできる。会津地震による堰止湖の水抜き工事の話は文献史料にも記載されて興味深い。会津地震を含めても良いと思っている。宝暦高田地震は巡検とセットとするのでぜひ入れたい。(行事幹事)
· 歴史系の人の講演がほしい。会員の知識を広げる話がほしい。(会長)
具体的な講演内容等について　　（）内は講演者
· 1751年宝暦高田地震（矢田）
· 1828年文政三条地震（矢田）
· 1847年弘化善光寺地震（松浦）
· 2004年中越地震（卜部）
· 各地震について砂災害・地盤災害と地震動を分けて論じることとする。
· 司会は武村副会長が行う、講演者は事前に司会者に内容を伝えること
· 公開シンポの題名はこれから検討する。1案として「越後北信の地震史話」が上がる。
· 講演者は上記の3人、1人の講演時間は45分とする。
· 質問・討論の時間を設ける。
· 途中に休憩時間をはさむようにする。
3-2)巡検について

　趣旨説明(矢田行事幹事)

テーマは「高田地震による被災地を歩く」として、上越～名立にかけての宝暦高田地震の斜面災害箇所を中心に巡検する。被害箇所の検証と見学地点は卜部行事委員が下見する。
行程について：新潟市内8時発、10時現場到着、解散は直江津駅15:30(関東方面)、新潟駅1７:30　新潟空港18:00(関西方面)程度でどうだろうか。
　食事場所について：雨天・晴天ともに立ち寄る場所（うみてらす名立）に事前予約する。バス会社との交渉も新潟大学で行う。

　下見について：卜部行事委員にお願いする。下見に要した経費は研究会に請求してほしい。可能な限り領収証付きで請求してほしい。
参加者数など：先着順で40名(中型バスに乗れるまで)とする。バスは中型バス1台とする。
そのほか：有名な「名立崩れの絵図」は幕府領の範囲（名立村）の状況を記載していない＝歴史的に意味がある。

3-3)そのほか

　1.開催形式について：

「主催：新潟大学復興科学センター」とするか「主催：新潟大学復興科学センター・歴史地震研究会」とするか→歴史地震研究会としては両者併記を希望する。それが可能かどうか新潟大学に打診する。(担当は新潟大学行事委員)

新潟県、新潟日報に後援に入ってもらうか打診する（担当は新潟大学行事委員）

　新潟大学から新潟日報に向けて公開講演会を開催することを報告している。

2.会場について：

すでに16日と17日の午前・午後の講義室A+B(約100人収容)、ミーテイングルームA+Bと多目的ホールを押さえている。ミーテイングルームBはキャンセルしても良い。16日（金曜）は夜も会場を使用したいので追加予約する（新潟大学行事委員会）

会場は8時30分から使用できる。

多目的ホール（150平米）でポスター展示。新潟大学所蔵史料の地震に関する展示とともに展示する。ポスターは最大で20枚程度と見込まれ、約50平米のスペースに展示。同じホールの100平米を利用して１～２週間程度、新潟大学収蔵の地震関係資料を展示する。
　日程：16日午前(9時ごろ)～夜まで研究発表会と総会、17日午前研究発表会、午後公開講演会、夜に懇親会、18日巡検とする。
　
3.スケジュール：

· 3月10日までに開催形式（主催・共催・後援）、公開講演会のタイトル、講演者、演題を確定。同時に行事委員会メーリングリスト(矢田・卜部・宍倉・小松原)作成
· 4月初旬にはがきで会員向けに通知。発表申し込み・巡検・懇親会参加者の募集
· 5月末発表申し込み締め切り

· 7月末予稿原稿、巡検・懇親会の参加者募集締め切り

· 8月初旬プログラム編成

· 8月～9月初旬予稿集印刷、後援機関・報道機関事前説明など
4.懇親会について(予約担当は新潟大学行事委員会)

· 50名程度参加見込み

· 立食形式で

· 費用は1人あたり4000～6000円程度

· チサンホテルではどうか？

5.役割分担

・新潟で行った方が良いことは新潟大学の行事委員が担当する。
・プログラム編成・予稿集印刷・領収証の作成・巡検保険申請・会計取りまとめは宍倉行事委員が担当する。

４）日本地震工学会主催第1回震災予防講演会「大津波襲来の予感：2010チリ地震を巡って」（2011年2月4日）の後援名義使用について

・研究会として後援名義使用を承認する。名義使用許可書類は財政幹事が送付する。
・広報幹事にリンクを張るように要請する(担当は副会長)
５）入退会承認

長谷川修一さん（前年度）・浪川幹夫さん・田口尋子さん・児島恵さん・蔡垂功さんの5名の入会を承認

６）2012年度の大会について
・2012年度大会を横浜で開催できないか打診、松本さん（首都圏形成史研究会・開港史資料館学芸員）を窓口として開港史資料館で開催できないか調整している。（副会長）
　質疑応答

関東地震の90周年の前年のイベントとしてやっても良いのではないか？開港資料館の周囲にも多くの巡検の見所がある。

横浜市内の3つの博物館にそれぞれ関東地震を研究している歴史系研究者がいるので彼らの交流の場となることを期待する。横浜は地震防災に対する市民の関心が高い土地なので、期待が持てる。（会長）
→2012年大会は横浜で開催することを全員で承認。

７）次回幹事会
2月21日(月)16時から　地震予知総合研究振興会会議室にて
